
１７才の土木技師たちが
福田漁港でサンドバイパスを見た
袋井土木事務所では平成23年5月27日（金）に、島田工業高校の2年生（37名）を

対象に工事視察研修を開催しました。
（島田工業高校では、進路見学会の一環として、毎年、島田建設業協会及び静岡
県土木施工管理技士会の協力の元、工事視察等開催しており、今年度は、福田漁
港・浅羽海岸サンドバイパスを視察しました。）

[問合せ先] 袋井土木事務所工事課1班

[電話番号] ０５３８－４２－３２１８

グループ研修瞳輝く１７才の土木技師たち

サンドバイパス
日本初かぁ

現地説明

午前 工事研修

・県の仕事について

・サンドバイパス概要について

・桟橋工事について

午後 グループ研修

・生徒から質疑等

研修内容

★サンドバイパス概要★
福田漁港の航路埋没と、浅羽海岸の侵食問題を解決するために、福田漁港周辺に堆積した砂を、桟橋に据え付け
たジェットポンプによって吸い込み、パイプラインを通じて侵食している海岸へ運ぶ日本初の恒久的なシステム。（現
在事業中）

将来、
こんな仕事に
携わりたいな！

港を護る仕事も
やってるんですネ！

貴重な体験で勉
強になりました。


